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問題と目的

未婚者における結婚相手の条件
急激な少子化は喫緊の社会問題である．婚外子

が少ない日本においては（厚生労働省 ,2015），晩
婚化・未婚化はその主要な要因となる．第 15 回
出生動向基本調査（国立社会保障・人口問題研究
所 ,2016）によれば，結婚意思がある 25 歳以上の
未婚者が未婚に留まる最大の理由は「適当な相手
にめぐり会わない」であった．適当な相手の条件，
すなわち結婚相手に望む条件は男女ともに「相手
の人柄」「家事・育児能力」「自分の仕事への理解」
などで，女性ではさらに「経済力」も重視してい
る．結婚相手に求める条件には，性別や地域によ
る違いがあり（内閣府 , 2014），未婚者が結婚に

期待する価値と表裏一体と考えられる．
未婚化や晩婚化は，これまで経済学や社会学の

テーマとして多くの研究がみられる．しかし，結
婚が個人の選択によるものとなった今日，結婚
は，その人がどのような生き方を望むのかという
極めて心理学的テーマとなっている．これまで，
結婚に対する期待や結婚への態度を測定する様々
な尺度が作成されているが（例えば Braaten & 
Rosen,1998; S. S. Park & L. A. Rosen, 2013），結婚の
条件を測定する尺度は内外ともに見られない．

今日の日本の結婚は，かつての見合い結婚から
恋愛結婚が主流になっている．しかしながら，恋
愛結婚においても，恋愛感情や相互の好意のみに
よって結婚相手が選択されているわけではない．
つまり，結婚に「適当な相手」とは，恋愛感情を
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持てる相手で，かつ，結婚相手として受け入れら
れる条件が整備された相手であり，どちらかが欠
けても適当な相手にはならない．1980 年代末の
バブル期には，女性の結婚の条件として「3 高」
が注目されたが，バブル崩壊後には，快適な生活
ができる収入，価値観が同じ，家事をすすんで
やってくれるという「3C」に変化している（小倉 , 
2003）．つまり，今日の未婚化・晩婚化の最たる
要因である「適当な相手にめぐり会えない」につ
いて検討するには，結婚の条件として何を重視し
ているかを検討する必要があり，それは従来の結
婚意欲や結婚態度の尺度によっては捉えることが
できない．そこで本研究では，結婚意思があって
も適当な相手とめぐり会えないのはなぜかについ
て，結婚の条件を切り口とする心理学的研究を行
う．

恋愛への態度とアイデンティティ発達および個人
主義的態度の関連

恋愛結婚が主流となった今日，恋愛が自分の生
活に何をもたらすと考えるかについての期待や予
期は，結婚の期待と密接に関連するであろう．高
坂（2011）は，異性への関心が高まると考えられ
る青年期においても，恋愛に消極的な者がいるこ
とを明らかにし，それが，個人主義的傾向及びア
イデンティティ確立の未熟さと関連することを報
告している．また高坂（2013）は恋愛関係が自分
の生活に及ぼす影響の推測について，自己拡大・
充足的気分・他者評価の上昇というポジティブな
影響と，時間的制約・経済的負担・他者交流の制
限・関係不安というネガティブな影響から成る尺
度を作成し，アイデンティティが未熟な場合にネ
ガティブな影響の予測が強まることを報告してい
る．この報告からは，結婚生活についても同様の
影響の予測がなされ，結婚の条件には個人主義的
価値観や自我発達が関連するものと予測できる．

結婚の条件尺度項目の収集
恋愛の延長上にある結婚が，その後の人生にも

たらす影響についても，恋愛関係の影響の因子と
同様に，プラス・マイナス両方の影響を予測して
いるのではなかろうか．すなわち，結婚の条件に

は，プラスの影響の予測が実現されるための条件
と，マイナスの影響を予測しそれを回避するため
の条件があると考えられる．結婚の影響にはさら
に，経済的側面や家事・子育て役割，家族の問題
なども加わるであろう．以上から，本研究の結婚
の条件項目は，大学生における恋愛関係の影響尺
度（高坂 ,2013）のポジティブな影響とネガティ
ブな影響の因子項目を参考に，それらの項目を結
婚生活の影響となるよう修正した項目に，未婚者
を対象に行った未婚に留まる理由についての面接
調査から得た項目を追加して作成した．

結婚相手を自由に選べるのであれば，より多く
の望ましい条件を満たす相手との結婚を望むのが
当然であろう．このことから，結婚相手に望まし
い条件をどれほど求めるかを問う設問では，個人
差の検討が困難と思われる．一方，結婚生活に想
定される苦労は，それが自分にとって重要な事柄
であるほど，結婚後に解決の努力をするよりも，
その可能性の低い相手を選ぶ方がより合理的と考
えるのではなかろうか．これらの理由から，本研
究における結婚の条件は，望ましい条件の重要性
を問うのではなく，望ましい条件の不足や結婚生
活に不都合な条件が，どれほどその人の結婚の障
害になるかを問うこととした．

家族に関する価値観の変化
近年の家族の価値観についてみると，女性の社

会進出による夫婦の役割意識の変化と離婚率の上
昇が進んでいる．第 15 回出生動向基本調査（国
立社会保障・人口問題研究所 ,2016） では，女性
も男性と同程度に，自分の仕事への理解と家事能
力を相手に期待していることが報告されている．
この条件の背景には，これまでの家事や育児の分
担の調査で，妻が有職の場合も含め，夫の家事・
育児の分担の少なさが指摘されてきた（国立社会
保障・人口問題研究所 , 2016）ように，今も家庭
内では性別役割分業が期待される負担感の予測が
あると考えられる．またこの負担感は，個人を家
族に埋め込まれた存在と捉えるか，個人を家族と
同等と捉えるか，という，個人主義的家族観とも
関連すると考えられる．すなわち，結婚後も個人
の人生目標を持ち続けたいと考える個人主義的家
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族観が強いほど，結婚による自分の生活や生き方
の変更や，制約を負担に感じ，そのような相手と
の結婚を回避しようとするのではないかと考えら
れる．

そこで本研究では，個人主義的家族観として，
結婚後の家事・子育て・稼得役割の分担について
の考え方と，結婚後に家族とは別の個人目標を持
つことへの態度，および，望ましくない結婚生活
をやめる（離婚）選択への態度について問い，そ
れらと結婚の条件の関連をみることとした．

結婚のイメージと結婚の条件
結婚には幸せというポジティブな側面と，大変

さというネガティブな側面があるが，そのどちら
が多いとイメージするかは，結婚の条件の厳しさ
と関連するのではないだろうか．谷口（2013）は，
恋人を欲しいと思わない理由を尋ねた調査から，
恋愛に対する不安はないものの恋愛を回避してい
る恋愛回避型には恋愛のイメージが悪いという特
徴があると報告している．

結婚生活においては，時間や経済などをどう配
分するかについて，夫婦間の交渉が必要になる．
多くの場合，一方が多くの配分を求めれば，相手
は自分の配分が少なくなるため，その交渉は自己
主張的に行う必要がある．一方，日本人は対人関
係の円滑さや調和性がウェル・ビーイングに直結
するため（Markus & Kitayama,1991），調和的関係
を重視すると自己主張が困難になる可能性があ
る．そのため，結婚を大変なことが多いとイメー
ジする人ほど，結婚相手の条件に，そのような交
渉をあまり必要としない相手を求めるのではない
だろうか．

つまり，結婚意思があっても結婚イメージが悲
観的である場合，その解決法として，結婚による
自分の人生へのネガティブな影響を可能な限り回
避できるような条件を重視するものと予測できる．

アイデンティティと結婚の条件
Erikson（ 1959/2011 ）によれば，青年期に個と

してのアイデンティティが確立した後に，互いの
個を尊重できる親密性の課題に向き合うことにな
る．しかしアイデンティティの課題が未達成の青

年は，自分のアイデンティティ形成に多くのエネ
ルギーを要するため，他者にエネルギーを使う余
裕がない（大野 , 2010）．また，互いにアイデンティ
ティ形成が不十分な青年期の恋愛関係は，アイデ
ンティティ形成のためのエネルギーをお互いに奪
い合う関係になる（高坂 , 2016）．

これらの主張を踏まえれば，青年期にアイデン
ティティの確立が遅れ，成人期初期に至ってもア
イデンティティ形成の途中にある場合には，成人
期初期であっても自身のアイデンティティ形成に
多くの時間や心身のエネルギー，経済といった個
人的資源を必要とする．個人的資源は有限である
ため，多くの個人的資源を他者に配分することを
求められるような結婚は回避したいと考えるので
はないだろうか．また，アイデンティティの未熟
さは，自分の価値観に自信が持てない，相手の主
張を受け入れられないなど，親密な関係性の構築
における困難さを高める．そのため，結婚生活に
ついて，両者で必要な資源を奪い合う状態が想定
され，結婚を幸せよりも大変なことの方が多いと
イメージさせるのではないだろうか．アイデン
ティティの未熟さが恋愛への消極性と関連してい
たように（高坂 , 2011），アイデンティティの未
熟さは，結婚についても悲観的結婚イメージを強
め，その解決法としての結婚の条件を厳しくする
ものと予測される．

以上より本研究では，「適当な相手」とは，結
婚による人生へのポジティブな影響の実現と，ネ
ガティブな影響の縮小・回避のための条件を備え
た相手と捉え，未婚者が重視する結婚の条件の構
造を明らかにする．その上で，結婚の条件が個人
主義的結婚観によって異なるか否か，また結婚イ
メージやアイデンティティ発達とどのように関連
するかの検討を行うことを目的とする．

方 法

調査時期および調査方法
2021 年 6 月にインターネット調査会社である

アイブリッジ社を通して，web 調査を実施した．
対象者は，アイブリッジ社が保有するモニターで
あり，20 歳から 35 歳の未婚者であることを条件
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に 200 名から回答を収集した時点で回答を締め
切った．この際，調査は匿名で行われ，協力は任
意であり，答えたくない項目には回答しなくて良
いこと，それによる不利益は生じないこと，回答
によって調査会社より謝礼が出ることなどが画面
上に表示され，それに同意した者が回答した．

調査対象者
回答者 200 名のうち，回答の信頼性の低い 3 名

を除外し，197 名を分析対象とした．内訳は女性
118 名，男性が 79 名である．年齢は 20–25 歳が
73 名，26–30 歳が 62 名，31–35 歳が 62 名とほぼ
同じ割合である．回答者の職業で最も多いのは正
規雇用で，女性は 55 名，男性は 35 名である．交
際相手の有無では，女性は交際相手無しが 65 名，
有りが 51 名であり，男性は交際相手無しが 43 名，
有りが 35 名と，いずれも交際相手無しの方が多
かった．結婚意欲では，できればしたい，是非
ともしたいを合わせると，女性の 65.5%，男性の
54.6% は結婚意欲があるものの，結婚はしたくな
い，あまり結婚したくないという 結婚意欲が低
い者が女性は34.5%，男性は45.5%だった（Table1）．

Table1　回答者の属性 （数値は人数）
年齢 20–25 歳 26–30 歳 31–35 歳 合計
女性 48 35 35 118
男性 25 27 27 79
合計 73 62 62 197
職業 学生 非正規雇用 正規雇用 自営その他
女性 20 33 55 10
男性 9 18 35 17

交際相手有り 交際相手無し
女性 51 65
男性 35 43

調査内容
（1）結婚の条件項目

独自に作成した結婚の条件 34 項目について，
「結婚相手として適当か否かを判断する際，次の
事柄はどの程度結婚の障害となるか」という教示
により，回答を 4 件法（1 全く障害ではない ～ 4
かなり障害になる）で求めた．

（2）アイデンティティ尺度
アイデンティティ確立とアイデンティティの基

礎各 10 項目の 20 項目（下山 ,1992）でたずねた．
回答は，「次の項目はあなた自身にどのくらい当
てはまりますか」という教示により，1 当てはま
らない から 4 当てはまる の 4 件法で回答を求め
た．

（3）個人主義的家族観
第 15 回出生動向基本調査で使用されている，

結婚・家族に関する未婚者の意識項目から，結婚
したら性格の不一致くらいで離婚すべきではな
い・結婚しても結婚相手や家族とは別の自分だけ
の目標を持つ方がよい・子どもが小さいうちは母
親は仕事を持たず家にいるのが望ましい，につい
て「次の項目はあなたの考えにどの程度当てはま
りますか」という教示でたずね，1 当てはまらな
い から 4 当てはまる までの 4 件法で回答を求め
た．

（4）結婚イメージ
独自に結婚イメージをたずねる項目を作成し

た．「結婚には幸せなことも大変なこともありま
すが，どちらの方が多いと思いますか．あなたの
気持ちに当てはまる数字を選んでください．」と
いう教示により，1 大変なことの方がかなり多い
～ 4 幸せなことの方がかなり多い，の 4 件法で回
答を求めた．

（5）結婚意欲
「あなたは結婚したいですか？あなたの気持ち

に最も当てはまる数字を選んでください」という
教示により，1 結婚はしたくない 2 あまり結婚し
たくない 3 できれば結婚したい 4 是非とも結婚し
たい から回答を求めた（Table2）．

Table2　結婚意欲
あなたは結婚したいですか？ 女性 男性

人数 % 人数 %
結婚はしたくない 15 12.9 13 16.9
あまり結婚したくない 25 21.6 22 28.6
できれば結婚したい 41 35.3 26 33.8
是非とも結婚したい 35 30.2 16 20.8
合計 116 100 77 100
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（6）フェイスシート
性別，年齢，職業，居住地域，年収，交際中の

恋人の有無を尋ねた．

倫理的配慮
回答を始めるにあたり，最初の画面で，回答は

任意であり，答えたくない項目は飛ばして構わな
いこと，それによる不利益はないこと，内容は学
術的目的以外には使用しないことを呈示し，それ

に同意した者のみが質問項目に進むように構成し
た．内容については大学の倫理審査にて承認を受
けた．本研究の分析に用いた統計パッケージは，
SPSS Statistics 25 および Amos 25 である．

結 果

結婚の条件の因子分析による構造の検討と得点化
結婚の条件の構造を検討するため，結婚の条件

Table3　結婚の条件項目の因子分析結果（主因子法・Promax 回転後）
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34 項目について，主因子法・Promax 回転による
因子分析を行った．いずれかの因子に .35 以上の
負荷がみられることと，因子の解釈が可能であ
ることを基準に，因子分析を繰り返した結果，
解釈可能な固有値 1.0 以上の 5 因子が得られた

（Table3）．
第 1 因子に負荷の高い項目をみると，自分の気

持ちに確信が持てない，結婚したいだけなのでは
ないかと感じる，自分より相手の親に頼ろうとす
る，浮気するのではないかと心配だ，子どもにつ
いての考え方が自分とは違うなど，2 人の間の愛
情への不安や，家族を形成していく際の障害とな
りそうな事柄など，将来の関係性の破綻に繋がる
リスクを回避するための条件と解釈できるため，
関係性リスク回避と命名した．第 2 因子に負荷の
高い項目は，相手の収入が安定はしているがかな
り低収入である，相手の収入が不安定である，結
婚すると今の生活水準より下がる，お金について
の考え方が違うなど，結婚後の経済的不満やそこ
から派生するトラブルのリスクを回避するための
条件と解釈できることから，経済的リスク回避と
命名した．第 3 因子に負荷の高い項目は，その人
との結婚が新しい経験につながるわけではない，
結婚しても自分の成長にはつながらないなど，結

婚が自己成長の機会にならないことを機会損失と
捉え，そのリスクを回避するための条件と解釈で
きることから，自己成長不全リスク回避と命名し
た．第 4 因子に負荷の高い条件は，家事能力がな
い，転勤が多い，結婚すると仕事や趣味などやり
たい事が十分にできなくなるなどであった．男女
ともに，結婚後仕事を続けられるか否かは，相手
の家事能力が重要な要因である．また，退職する
と再度同じような条件で就職するのは容易ではな
いため，相手の転勤は自分の仕事の両立の可否を
左右する重要な要因となる．これらのことから，
仕事と家庭の両立が困難になるリスクを回避する
ための条件と解釈し，両立困難リスク回避と命名
した．第 5 因子は，結婚するとそれまでの異性友
人との関係が保てなくなる，いつも一緒にいたが
る，の 2 項目であった．未婚者の性別に関わらず，
活発な社会的活動をする上で，異性友人は有益で
重要な存在である．しかし結婚相手によっては，
異性との友人関係が維持しにくくなる，休日に 1
人で外出しにくくなるなど，行動が制約される可
能性もある．第 5 因子は，それを機会損失と捉え，
そのリスクを回避するための条件と解釈できるこ
とから，行動制約リスク回避と命名した．

なお，除外された項目は，「神経質なところが

Figure1　結婚の条件　平均値と性差
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ある」，「相手は時々，デートより仕事を優先する」
「困った時に相談しても，あまり問題が解決しな
い」「相手の家族の雰囲気が自分の家族の雰囲気
と違う」「相手が自分よりかなり年上である」「学
歴や勤務先が，自分の理想のレベルとは違う」「気
分に波がある」「自分の話ばかりしたがる」「家族
とは別の時間や外出の自由がなくなりそうだ」「か
なり遠隔地に住むことになりそうだ」 の 9 項目で
あった．

因子の信頼性を α係数から検討したところ，第
1 因子から第 3 因子まではいずれも 0.8 以上の高
い値を示した．第 4 因子と第 5 因子はやや値が低
いが，これらは項目数が少ないことから，許容さ
れる値と判断した．

結婚の条件の平均値と性差および交際中の恋人の
有無による違い

5 つの結婚の条件の平均値（標準偏差）を比較
したところ，最も高いのは経済的リスク回避 2.69 

（.74），ついで両立困難リスク回避 2.62 （.73）だっ
た．また，性差を検討するため t 検定を行った結
果，関係性リスク回避と経済的リスク回避で有意
な性差がみられ，いずれも女性の方が高かった（そ
れぞれ t=2.37 p<.05; t=3.41 p<.001）（Figure1）．

なお交際中の恋人の有無による有意差はみられ
なかった．

個人主義的家族観と結婚の条件
個人主義的家族観と結婚の条件の相関係数を算

出した．その結果，「結婚しても，人生には結婚
相手や家族とは別の自分だけの目標を持つ方が
いい」と，関係性リスク回避（r= .21, p<.01），経
済的リスク回避（r=.28, p<.001），両立困難リスク
回避（r=.23, p<.001），行動制約リスク回避（r=.16, 
p<.05）との間に有意な正相関が見られた．

その他の項目との相関は有意ではなかった
（Table4）．

結婚イメージ
結婚イメージを，幸せなことと，大変なことの

どちらが多いと思うか，から尋ねたところ，大変
なことの方がかなり多い，やや多い，を合わせる
と 58% であり，幸せなことの方がかなり多い，
やや多いを合わせた 40％を上回ることから，結
婚について悲観的なイメージを持つ者の方が多い
事が示された．特に，両極である，大変なことの
方がかなり多いは 22.9% で，幸せなことの方がか
なり多い 8.3% を大きく上回る結果だった．男女
別に見ると，女性が，大変なことの方がやや多い
が，幸せなことの方がやや多い，を上回るのに対
し，男性は逆の傾向が見られた（Table5）．

Table5　結婚イメージ
大変なことの方が
かなり多い

大変なことの方が
やや多い

幸せなことの方が
やや多い

幸せなことの方が
かなり多い

合計

女性（人数） 24 46 36 9 114
21.10% 39.50% 31.60% 7.90% 100.00%

男性（人数） 20 24 27 7 78
25.60% 30.80% 34.60% 9.00% 100.00%

合計（人数） 44 69 63 16 192
22.90% 35.90% 32.80% 8.30% 100.00%

Table4　個人主義的家族観と結婚の条件の相関
結婚後も家族とは別の
目標を持つ事は大事だ

性格の不一致くらいで
離婚すべきではない

子どもが小さいうちは
母親は家にいるのが望ましい

関係性リスク回避 .20** .03 .00
経済的リスク回避 .28*** .08 .06
自己成長不全リスク回避 .12 .09 .02
両立困難リスク回避 .23*** .14 .00
行動制約リスク回避 .16* .09 -.03
注：値は相関係数r　　*p<.05, **p<.01, **p<.001
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結婚イメージによる，結婚の条件の違い
結婚イメージによって結婚の条件に違いがあ

るかを見るため，各条件について 1 要因の分散
分析を行った．その結果をグラフ化したものが
Figure2 である．いずれの条件も，幸せのことの
方が大変なことよりかなり多い，と考える群にお
いて低いが，とりわけ，経済的リスク回避条件と
行動制約リスク回避条件の差が大きい．1 要因の
分散分析から確認した結果，共に，大変なことの
方が多い・大変なことの方がやや多い・幸せなこ
との方がやや多い イメージの群よりも，幸せな
ことの方がかなり多いイメージの群の方が有意に
低かった（経済的リスク回避条件 F（3,188）=6.40 
p<.001; 行動制約回避条件 F（3,188）=4.60 p<.01）．

結婚の条件とアイデンティティ，及び結婚イメー
ジの関連

結婚の条件と，アイデンティティとの関連をみ
るために，相関係数を算出した．その結果，予想
に反していずれも有意な関係はみられなかった．
しかし，アイデンティティ確立と結婚イメージ
の間には有意な相関がみられることから（r=.25 
p<.001），アイデンティティが結婚イメージを媒
介に結婚の条件に影響する可能性が示唆された．

そこで，アイデンティティ確立が結婚イメージ
を媒介に結婚の条件に影響する という仮説モデ
ルを作成し，共分散構造分析により検討した．有
意ではないパスを除外しながらモデルを修正した
結果，Figure3 に示した最終モデルが得られた．

Figure2　結婚イメージによる結婚の条件の違い

Figure3　アイデンティティおよび結婚イメージによる結婚の条件への影響最終モデル

GFI＝.997, AGFI＝.983, RMSEA＝.000
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考 察

本研究では，未婚者が「結婚相手として適当」
か否かを判断する，結婚の条件の構造を明らかに
し，アイデンティティ発達および結婚イメージと
の関連を検討した．

結婚の条件尺度の作成
結婚の条件項目について因子分析を行った結

果，「関係性リスク回避」「経済的リスク回避」「自
己成長不全リスク回避」「両立リスク回避」「行動
制約リスク回避」の 5 次元に分類された．

関係性リスク回避は，その項目内容から，お互
いの愛情や信頼に自信が持てないことを結婚のリ
スクと捉えていることがわかる．離婚率が上昇し
ている今日，長い結婚生活の中で生じる困難を乗
り越えられるか否かは，お互いの愛情が不可欠で
あると考えるために，そこに確信が持てないこと
は，結婚生活破綻のリスクと考えているのではな
いだろうか．経済的リスク回避の項目内容の中で
注目されるのは，ʼ 意見が違う時，だいたい相手
の意見で決めてしまう ʼ という項目が，経済的リ
スク回避に分類された点である．お金についての
考え方が違う，結婚すると自分のためのお金が持
てなくなるも含めて考察すると，結婚の経済的リ
スクには，生活レベルの問題だけでなく，経済的
主体性が失われるリスクがあると認識されている
ものと解釈できる．

関係性リスク回避と経済的リスク回避は女性の
方が有意に高かった．夫婦間コミュニケーション
の研究では，「依存・接近」「共感」という関係性
を構築・維持するコミュニケーションは夫より妻
の方が多いことが報告されている（平山・柏木 , 
2004）．女性の方が関係性リスク回避が高いとい
う本研究の結果はこれと通底する結果であり，結
婚前の段階から，結婚後の夫婦関係や家族の関係
性を構築・維持するのは女性という性別役割が内
面化されていることによると解釈できる．女性の
方が，経済的リスク回避が高かったのも同様に，
結婚後の経済的決定権を持つのは夫であるという
性別役割を内面化しているためであろう．つまり，
夫婦間の性別役割は，男性よりも女性において，

より結婚生活の負担や主体性の喪失を連想させる
ものであり，回避すべきリスクと捉えられている
と推察できる．

自己成長不全リスク回避の項目内容は，結婚に
は新しい経験や成長というプラスの価値が期待さ
れており，それが実現されないことは，結婚によ
る自己成長の機会喪失であると認識されているこ
とを示している．つまり，今日の結婚は，家族を
作るという親密性や世代性の課題であるだけでな
く，結婚によって個としての自分をさらに成長さ
せたいという，自己実現のための課題でもあると
解釈できる．

両立困難リスク回避は，女性の方が高いと想定
されたが，実際には性差がみられなかった．この
ことからこの因子は，家事の負担や転勤などで仕
事を続けられなくなるというだけでなく，仕事や
趣味も含め，やりたいことが今と同じようにはで
きなくなるという，結婚を自己実現の阻害リスク
と捉える因子と解釈できる．

行動制約リスク回避は，現在の対人関係が維持
できないことと，配偶者がいつも一緒にいたがる
ことで個人としての行動が制約されることをリス
クと捉える因子と解釈できる．伝統的な結婚観で
は，夫婦は二人三脚，あるいは一心同体と考えら
れたが，この因子は，夫婦であっても個人として
の自分を持ち続けたいという家族の個人化を志向
する因子と考えられる．

これらの因子を，高坂（2013）の恋愛関係の影
響の因子と比較すると，「関係性リスク回避」「経
済的リスク回避」「自己成長不全リスク回避」「行
動制約リスク回避」は，恋愛関係の影響因子の「関
係不安」と「充足的気分」，「経済的負担」，「自己
拡大」，「他者交流の制限」の次元と，それぞれ対
応する．一方で，相手の年齢，学歴，勤務先，容
姿などについての条件は，恋愛関係の影響因子の

「他者評価の上昇」と対応する項目と想定したが，
結婚の条件因子としてまとまらなかった．

結婚の条件と伝統的家族観との関連では，「結
婚しても結婚相手や家族とは別の自分だけの目標
を持つ方がよい」という家族観が強いほど，自己
拡大不全リスク回避以外の全ての結婚の条件が高
くなることが明らかになった．このことは，結婚
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しても個人としての自分は家族という集団とは独
立の存在であると考える，家族の個人化（山田 , 
2004）の進行が，結婚による個人の時間や経済
などの個人的資源の配分の制約を回避しようとす
る態度を強め，それが結婚によるリスク回避のた
めの条件を厳しくしているものと解釈できる．

結婚イメージと結婚の条件
「結婚は大変なことと幸せなことの両方がある

が，どちらがより多いと思うか」という結婚イメー
ジは，男女とも，大変なことの方がかなり多いと
いう悲観的イメージの方が強かった．結婚イメー
ジによる結婚の条件の違いでは，結婚イメージが
楽観的な群の方が，悲観的な群よりも，結婚の条
件が寛容で，特に経済的リスク回避と行動の制約
回避ではそれが顕著であることが明らかになった．

夫婦の関係性や結婚生活による自己成長，さら
には個人としての生活と結婚の両立は，自分の努
力でそのリスクを回避できる可能性が高い．一方，
経済的リスクや行動の主体性が制約されるリスク
は，結婚後の自分の生き方そのものの制約につな
がるだけでなく，自分の側の努力では回避できな
い可能性が高い．結婚イメージの「結婚は幸せな
ことより大変なことが多い」の具体的内容につい
ては問うていないが，これらの条件との相関が有
意だったことから，経済的制約やお金の使い方を
含めた行動の制約を，結婚の悲観的側面と考え，
それらのリスクを回避するには，結婚相手を選ぶ
時点での条件が重要と考えているものと解釈でき
る．

結婚の条件とアイデンティティおよび結婚イメージ
アイデンティティと結婚イメージが結婚の条件

に影響を与える仮説モデルについて，共分散構造
分析から検討した結果，結婚の条件のうち，経済
的リスク回避と行動制約回避は，結婚イメージを
媒介にアイデンティティ確立と関連し，アイデン
ティティ確立が進むほど結婚イメージが楽観的に
なり，それが結婚の条件を寛容にするというモデ
ルが支持された．

アイデンティティ確立は青年期の発達課題で
あるものの，青年期が延長している今日（乾 , 

2016），アイデンティティが確立される時期は多
様化しているのではないだろうか．男女問わず，
望まない非正規就労や転職を繰り返すケースで
は，自分を社会にどう根付かせるかというアイデ
ンティティ確立が未達成であると推察される．成
人期においても個としてのアイデンティティが未
確立の場合，その課題の積み残しは，結婚という
成人期の課題と平行して模索されるものとなろ
う．個としてのアイデンティティ確立には，確立
に至るまでの試行錯誤のために，経済的自由や行
動の自由が必要になる．そのため，アイデンティ
ティが未確立である場合ほど，結婚は行動制約リ
スクや経済的自由が制約されるリスクが生じる大
変なものという悲観的イメージが強まり，そのリ
スクを回避できる条件が重視されることになるも
のと解釈できる．

一方，アイデンティティと結婚の条件との直接
的な関係は有意ではなかった．女性の高学歴化が
進み，男性と対等に責任ある仕事に就く女性が増
えている．このような女性においてはアイデン
ティティ確立が達成されていると考えられるが，
その場合には，その責任を遂行できなくなるリス
クを回避するための条件が重視されるであろう．
そのため，アイデンティティとの直接的関係では
なく，結婚のイメージが媒介となっているものと
思われる．

まとめと今後の課題

適当な相手とめぐりあえない，という未婚理由
について，本研究では結婚の条件から検討を行っ
た．結婚は個としての自分と家族としての自分を
どう折り合わせるかという，個と関係性の問題で
ある．そのため，個人主義的な価値観が強くなる
ほど，家族とは別の個としての自分のための時間
や経済が重要になり，結婚をそれが失われるリス
クと捉える傾向が強くなるものと考えられる．男
性は非正規就業の場合に結婚する割合が低く，女
性は正規就業の場合に結婚する割合が低い（男女
共同参画局 , 2014）ことが指摘されている．男性
非正規就業の場合には結婚資金がないという現実
的理由以外にも，アイデンティティが未確立でそ
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の確立のための時間や経済的自由を家族形成より
も優先したい，という心理的要因があるのではな
いだろうか．アイデンティティが未確立な場合に
は，結婚イメージを介して間接的に結婚の条件が
厳しくなり，適当な相手とめぐりあうことがより
困難になると考えられる．一方女性の正規就業の
場合は，個としてのアイデンティティが確立され
ている一方で，結婚後の性別分業という非個人主
義的価値観も未だ根強いために，その葛藤が悲観
的結婚イメージを高め，結婚の条件が厳しくなる
ものと考えられる．

本研究はサンプル数が 197 名と少なく，男女比
に偏りがあるため，分析結果や解釈には限界があ
る．回答者の性別については，分析可能なサンプ
ル数を得ることが困難なため今回は性自認が男性
と女性のみを研究対象としている．また，結婚の
条件項目についても，「他者評価の上昇」と対応
する因子が形成されなかったことから，さらに項
目の追加が必要なのかもしれない．今後さらにサ
ンプルを増やし，結婚の条件尺度の精緻化を行う
必要があると思われる．
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